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今
回
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
文
化

会
館
）内
に
今
年
の
4
月
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト（
分
室
）

を
設
置
し
た
、
都
留
文
科
大
学
地
域
交
流
研
究
セ
ン

タ
ー
の
杉
本
光
司（
す
ぎ
も
と 

て
る
じ
）セ
ン
タ
ー

長
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
の
役
割
と
し

て
掲
げ
ら
れ
る「
教
育
」「
研
究
」そ
し
て
地
域
と
の
活

発
な
交
流
を
図
り
な
が
ら「
地
域
貢
献
」に
寄
与
で
き

る
こ
と
を
目
的
に
平
成
15
年
に
設
置
さ
れ
た
機
関
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
市
民
の
方
々
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
や
研
究
に
学
生
や
教
員
が
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
地
域
と
よ
り
一
層
の
交
流
促
進
の
た
め
、

都
留
市
と
協
定
を
結
び
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
内
に
地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
都
留
文
科
大
学

の
特
色
を
生
か
し
た
地
域
に
根
差
す
活
動
の
柱
と
し

て
、
三
つ
の
部
門
を
設
置
し
て
い
ま
す
。「
フ
ィ
ー

ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
部
門
」、「
発
達
援
助
部
門
」、

そ
し
て
、「
く
ら
し
と
仕
事
部
門
」で
す
。

　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
部
門
」で
は
、
自

然
観
察
会
の
開
催
、
機
関
誌『Field Note

（
フ
ィ
ー

ル
ド 

ノ
ー
ト
）』の
発
行
、
カ
ジ
カ
と
カ
ワ
ラ
ナ
デ

シ
コ
の
保
全
活
動
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
と
の
連
携

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
発
達
援
助
部
門
」で

は
、
市
内
の
小
中
学
校
で
の
学
生
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
活
動（
Ｓ
Ａ
Ｔ
）の
実
践
、
地
域
教
育

相
談
、
地
域
情
報
教
育
支
援
、
地
域
美
術
教
育
支
援

な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。「
く
ら
し
と
仕

事
部
門
」で
は
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々
と
仕
事
の
あ

り
か
た
を
探
求
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
出
会
い
と
交
流
の
場
を
つ
く
る
活

動
と
し
て
、『
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
通
信
』を
発
行
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
地
域
貢
献
活

動
と
し
て
、
市
民
公
開
講
座
、
子
ど
も
公
開
講
座
、

文
大
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ろ
ば
、
い
こ
い
の
ひ
ろ
ば
、

地
産
地
消
の
研
究
、
た
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
、
谷
二
ラ
ボ
の

開
催
な
ど
、
本
学
の
教
員
が
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
、
地
域
交
流
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

て
お
り
、
今
年
度
は
10
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
は
ま
だ
ま
だ

浸
透
さ
れ
て
お
ら
ず
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
こ
の
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近

な
施
設
に
地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト

が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
、
地
域
の
学
習
会
へ
の
教
員
の
派
遣
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
よ
う
な
声
も
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
実
現
に
向
け
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
中
央
公
民
館
や
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
地
域
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
や
ご
要
望
を
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
気
軽
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
お
時
間
が
あ
る
方
は
、
都
留
文
科
大

学
に
も
ぜ
ひ
、
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。地

域
の
お
知
ら
せ

東
桂
地
域　

東
桂
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

「
お
な
ん
淵
・
鹿
留
川
一
斉
清
掃
」実
施

　
日
　
時　

7
月
15
日（
月
）海
の
日

　
主
　
催　

東
桂
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

　
　
　
　
　

東
桂
地
区
連
合
自
治
会

谷
村
地
域

夢
実
現
ひ
ろ
ば

「
踊
り
の
集
い
」

　

日
　
時　

7
月
25
日（
木
）

　

行
　
程　

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
合
先

　

○
中
央
公
民
館　

☎（
43
）１
３
２
１

　

○
藤
江
達　

☎（
43
）３
０
２
８

　

担
　
当　

藤
江
達
・
藤
江
一
・
猿
田
・

　
　
　
　

   

小
石
沢

▽都留市まちづくり
　市民活動支援
　センター
　都留市中央3-8-1
　都留市まちづくり
　交流センター
　（旧文化会館）１階
▽開館
　火～日（祝日除）
　8:30～17:15
▽問い合わせ先
　mail：shien@city.
　tsuru.yamanashi.jp

☎（43）1321
ＦＡＸ　（43）1322
※4月1日から移転
しました。

■都留文科大学交流研究センター
　杉本  光司センター長

■自然観察会の様子（6 月9 日開催）

■『地域交流センター通信』
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